
85

地域におけるスポーツイベントの事例研究 (1)
―サザン・セ ト大島少年サッカー大会の開催経緯と現状一

幸田三広 *、 菱山士朗 **、 藤岩秀樹 ***、 折本浩―****、 平松 携*****、 平畑幸作*

The Case Study of the Sport Event in the Community (t)

- The Holding process of the Southern Seto Oshima Junior Soccer Meeting
and the Present Condition. -

Mitsuhiro KOTA, Shiro HISHIYAMA, Hideki FUJIIWA,
Koichi ORIMOTO, Sugaru HIRAMIflSU and Kosaku HIRAHI$A

Abstract

The Southern Seto Oshima」unior Soccer Meeting flnished the flfth nleeting.As for the community

development, which is purpose of the meeting, econonlical effect cOuld be recognized. 13ut active

development of the comlllllunity could not be distinctly reahzed.In this papeL I analyze the present

condition,and the process which resulted in the holding of this lllleeting,as basic study to clar」 シthe

effect of this lllleeting on the colnnlu面ty ln conclusion,although participants were contented with the

meeting,there were the problems of the shortage of stuff and cOst reduction in llllanagement,and the

deteriorating of the ser宙 ce would be apprehensive.I concluded that it is necessary to reexaIIline the

management of the meeting whch is completely under the control of admi血 strative clcle at present,

and to close up to system controlled by the conll■ u面ty

Key words:Colllllnunity, Sport event, Soccer IIleeting, Holding process, Present condition

l.は じめに                    経済効果への期待がある。 ワール ドカップやオ リン

近年、都市部への人口移動は加速化傾向にあり、   ピックのような大規模なものをはじめ、地方レベル

全国の 36%が過疎市町村になつてきている
1)。

過疎   のマラソン大会などにおいても同様の効果が期待さ

化に加えて高齢化も進んでお り、過疎市町村におい  れている。地方レベルのスポーツイベン トでは国際

ては高齢化率が上昇している。すでに住民の 4人に   レベル、全国レベルのような大きな効果は期待でき

1人が 65才以上の高齢者という超高齢化社会を迎え  ないものの、町の知名度を高め、観光客の増大や住

ているところも少なくない。             民意識の高揚など、まちおこし、村おこしの一環と

このような過疎化の進行に歯止めをかけるだけで   してスポーツイベン ト開催が隆盛を見せている。

なく、スポーツを通して地域社会の活性化を図ろう    かつて、地域活性化のための政策として話題を呼

とする地方自治体が増えてきている。かつて地域活   んだ 「ふるさと創生一億円事業」においてもイベン

性化施策といえば、企業や工場の誘致が中心となっ   卜開催による地域活性化事業 825件のうちスポーツ

ていたが、それらはバブル経済の崩壊によつて影を  イベン トの実施は 130件で 15.8%に ものぼっため。

潜めていき、テーマパークや博物館、記念館などの  近年の生涯スポーツムーブメン トも重なつて、スポ

新設による観光や、スポーツイベン トによる活性化   ―ツイベン トは地域のスポーツ振興のみならず、地

が注目されるようになつてきた の。その裏側には国  域活性化への期待も担っていることがわかる。 しか

民体育大会や全国レベルのスポーツイベン トが開催   しその一方で、イベン ト数の増加や競合、プログラ

地にもたらすインフラ整備や観光客誘致などの社会   ムの固定化やマンネ リ化などによつて参加者の伸び
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悩みや減少といつた事態を招いていることも指摘さ

れているの。

このような背景のもと、1997(平成 9)年 3月 か

ら、過疎の進む瀬戸内海の周防大島 (山 口県大島郡)

において、「サザン・セ ト大島少年サッカー大会」(以

下 「サザン・セ ト大会」と略称)力 開`催されている。

この大会は、青少年の健全育成や地元大島郡の地域

や経済の活性化を第一に毎年 3月 に開催され、2001

(平成 13)年に第 5回大会を終えている。大会参加

者の満足度が非常に高いことから り、一応の成果を

あげてお り、今後も大会は継続されることが予想さ

れる。

そこで本研究では、大島郡におけるスポーツイベ

ン トの一つであるサザン・セ ト大会が大島郡 4町に

与える効果を解明するための基礎的研究として、大

会開催に至った経緯と大会の現状を明らかにし、今

後の大会の方向性を示唆する基礎資料を得ることを

目的とした。ここでは議事録および会議資料を主要

資 (史)料 とした。

2.大島郡の概要

21位置

屋代島とも周防大島とも呼ばれるこの島は山口県

東南部に位置し、瀬戸内海では兵庫県の淡路島、香

川県の小豆島に次ぐ面積 (137.96kぽ)を持つ。

☆ 位 置 目

図 1全国位置図

大島郡は地図で見ると金魚の形に似ていることか

ら金魚島 と呼ぶ人もいる。四つの町からな り、本州

の山口に一番近い頭の部分が大島町、背びれが久賀

町、腹が橘町、そ して四国の愛媛側に最 も接近 した

長い尾びれの部分が東和町である。 (図 2.)

また、島全体が瀬戸内海国立公園に指定されてお

り、 日本三大潮流の一つに数えられる大島瀬戸の上

に架けられた大島大橋 (全長 1,020m)に よつて本

土 と結ばれている。

22人口と高齢化率

2001(平成 13)年 8月 31日 調べによる島の人口

と年代別割合を表 1.に示した。島の人口は大島町

7,439人 、久賀町 4,484人、橘町 5,972人 、東和町

5,426人 、計 23,321人 となつている。

特筆すべきは、全人口に占める 65歳以上の人口、

いわゆる高齢化率である。大島町 40.50%、 久賀町

37.71%、 橘町 42.88%、 東和町 49。 94%、 大島郡全

体では 42.77%と いう数字になつている。

2001(平成 13)年現在、日本全体の高齢化率は

18.0%(総務省調べ)であり、大島郡全体の高齢化

率はその 2.4倍、東和町においては 2.8倍 もあるこ

とになる。また、東和町は 1980(昭和 55)年以来、

現在まで 20年間にわたり高齢化率日本一の座を保

つている。

表 1 人口と年代別割合 2001/8/31 副町′ヾ

写真 1大島大橋

″
ソ

人 口 0～ 14歳 15～ 64歳 65歳以上

大島町

久賀町

橘 町

東和町

7,439人

4,484人

5,972人

5,426人

778%

9 5996

8 46%

827%

5171%

52 7096

48 6696

41 7896

40 500/6

3771%

42 8896

49 9496

大島郡 23,321 人 8 420/6 48 8196 4277%
図 2大島郡図
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2.3生徒数

平成 13年度調べによる学校および生徒数を表 2.

に示した。大島郡に平成 11年度まで 16校あつた小

学校は少子化の影響で 14校になつた。小学校の平均

児童数は 57人、中学校の平均生徒数は 54人であつ

た。一学年の平均人数は小学校で 9.5人 と 10人に満

たない。中学校では 18人であつた。

次に高校生年代を見ると、普通高校 506人 と高専

(5年制)の 3年生まで 365人を合わせると871人

となり、中学校の生徒数 486人に比べて 385人多い。

単純に比較は出来ないが、高校生年代の生徒の半数

近くが大島郡外出身者であることが予想できる。と

くに大島商船高専においては、大島郡内出身者が全

体の 1割に満たず、ほとんどの学生が大島郡外出身

者である。

表2 学校及び生徒数 (人 ) 2001(平成 13)年度調べ

大島町 久賀町 橘  町 東和町 計

小学校

(14校 )

三蒲 45

屋代 30

明新 112

沖浦 39

久賀 145

椋野 26

島中 45

浮島 14

安下庄

155

油田 41

情島 15

和田 21

森野 39

城山 71

中学校

(9校 )

蒲野 24

大島 110

沖浦 24

久賀 112 日良居

37

安下庄

76

油田 21

情島 7

東和 75

高校

(3校 )

田布施農

業大島分

校 82

久賀 212 安下庄

212

506

高専

(1校 )

大島商船

609

専修学校

(1校 )

大島看護

専門学校

107

計 1,182 495 290 2,506

24体育行事

大島郡内では一年を通じスポーツイベン トが盛ん

に開催されてお り、大島郡体育協会が主催する大会

だけでも 14を数える。 (表 3.)

これら郡体協主催の大会の多くは 1年 ごとに 4町

持ち回りで開催されている。このほかに各町主催の

体育行事や各競技団体が主催する大会などがある。

(幸 田

表 3

'菱 山・藤岩・折本・平松 。平畑 )

平成13年度大島郡体育協会主催体育行事

3大会開催までの経緯

1993(平 成 5)年 : 第 1回大会が開催される約

4年前、東和町の陸上競技場建設計画に伴い、施設

に関する運営委員会が地元陸上競技役員や学識経験

者などにより開かれていた。その席上では施設利用

率を上げるための方策が検討されており、運営委員

の一人からあるスポーツイベン トが提案された。こ

れが瀬戸内海を中心とした全国規模の少年サッカー

大会、後のサザン・セ ト大会であつた。

1993年 当時、世間ではまさにこの年開幕した」リ

ーグによるサッカーブームが巻き起こつていた。ま

た日本代表の活躍も日覚ましく、翌 1994年にアメ

リカで開催されるワール ドカップ大会への初出場に

向け国民の期待も大きく膨らみ、スポーツ新聞は連

日サッカー関連の話題を取 り上げていた。

サザン・セ ト大会を提案 した委員は、こうした時代

の流れを背景に「少年サッカー大会を開催すること

で施設の利用率を上げることができ、参加チームが

数 日間滞在すれば町の活性化にもつながる」と説明

した。つまり町の活性化のためには、少年サッカー

大会を開催することが最も効果的であるとしたので

あつた。さらに、「大島郡全体を会場にして4町で開

催できるならば、大会規模も拡大できより多くの人

が大島に訪れることになる」と加え、大島郡全体の

活性化を視野に入れた4町が一体となつた大会の検

討がなされた。その後、東和町長から3町の町長に

提案されることとなる。

1994(平成 6)年 12月 : 組織づくりのための準

備委員会が結成され第 1回の会議が開催された。委

員は大島郡 4町の教育委員会 (社会教育課)か ら2
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大 会 名 (開催地 )

7月

8月

5月

6月

11月

12月

2月

3月

大島郡壮年野球大会 (東和町)

大島郡ソフトボール大会 (大島町)

大島郡バレーボール大会 (橘町)

大島郡陸上競技大会 (東和町)

大島郡壮年ソフトボール大会 (大島町)

大島郡スポーツ少年団交歓大会 (久賀・橘町)

大島郡水泳大会 (大島町)

大島郡ソフトテニス大会 (久賀町)

大島郡卓球大会 (橘町)

大島郡フットサル大会 (東和町)

大島一周駅伝競走大会 (久賀町)

サザン・セ ト大島ロー ドレース大会 (東和町)

大島郡軟式野球大会 (久賀町)

サザン・セ ト大島少年サッカー大会 (大島郡4町 )

|
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名と企画課から1名 の合計 12名 であつた。準備委員

会では「開催 日」、「大会名」、「大会趣旨」、「チーム

数」、「運営方法」、「運営費」、「事務局」について話

し合われ、計 4回の会議で 「開催 日」と「大会名」

それに「事務局」が決定された。その間、会場とな

るグラウンドの調査が4町すべての学校・体育施設

で行われた。また宿泊施設の数と収容人数、宿泊料

金の調査も行われた。

サザン・セ ト大会の特徴としては、まず大島郡では

初の3日 間の開催という点であろう。表 3.で記した

ように、大島郡体育協会主催の体育行事はサザン・

セ ト大会を除くと年間 13を数える。しかし、そのど

れもが一日だけの開催でしかも引き受け町がすべて

を運営している。 3日 間も同じ大会を運営すること

は過去にも例がなかつたのである。

そしてさらに大きな特徴と言えるのが 4つの町が

共同開催することであろう。複数の自治体が共同で

イベントを開催することは全国でもあまり例を見な

いことであつた。4町共同開催という点からして、

大会会長の選出、事務局の設置場所、大会予算など

あらゆることで 4町すべてに連絡をとり伺いを立て

なければならない。その調整には困難を極めたよう

であった。これは単独で実施する場合に比べ単純に

4倍の労力を要するうえ、昔ながらの対抗意識と4

町それぞれに大会に対する考えの違いがあり協議は

思 うようには進まなかつた。こうしたことからも4

町が足並みを揃えることが大会開催へ向けた重要な

カギとなつた。

1995(平 成 7)年 3月 : 4町での調整を諮つた結

果、大島郡 4町の町長が集まる町長会の席で、つい

にサザン・セ ト大会の開催が決定される運びとなつ

た。同年 5月 には大島郡体育協会役員総会にて開催

を承認され、大島郡体育協会主催行事の一つとなつ

た。

しかし、サザン・セ ト大会の開催は決定したものの

4町に大会運営のノウハウは全くなく、サッカーの

上壌もほとんど無かったのである。

そこでサザン・セ ト大会の提案者は、サッカー先進

地で少年サッカー大会の成功例である「清水カップ

全国少年少女草サッカー大会 (以下、清水カップと

する)」 の大会運営に携わっていた清水市企画調整課

サッカーのまち推進室副参事で現日本サッカー協会

理事の綾部美知枝氏に少年サッカー大会開催におけ

る大会運営面でのア ドバイスを求めた。

さらに大会提案者は、町からの要請を請けて東京

からサッカーの指導者を体育業務援助員 (町臨時職

員)と いう形で派遣 し、スポーツ少年団を中心にサ

ッカーの普及に力を入れた。

1995(平 成 7)年 8月 : 準備委員会のメンバー

12名 と体育業務援助員として迎えたサッカーの指

導者を加えた 13名 が少年サッカー大会の先進地で

ある静岡県清水市を訪れ、清水カップの実際の運営

方法を学び、現場の雰囲気を肌で感 じる視察が行わ

れた。また施設面では、清水エスパルスのホームグ

ラウンドであり大会の決勝戦が行われる日本平運動

公園球技場の施設見学も行われた。翌 1996(平成 8)

年には 2度 目の視察にも訪れている。

1995(平成 7)年 9月 : 4町の体育担当者と大

会提案者を含めた 「企画委員会」を立ち上げると、

清水カップの運営マニュアルをもとに大会の柱とな

る「競技運営部会」、「式典部会」、「宿泊輸送部会」

における運営スタッフの役割分担について協議され

ることとなつた。第 1回大会までの約 2年弱の間に

計 13回 もの企画委員会が開催され、予算や役員、後

援・協力団体など、大会運営に関する細かな点につ

いて検討された。

1996(平成 8)年 11月 : 当初、初めての大会で

知名度が無く参加申込みが少ないと予想されていた

こともあり、企画委員会のメンバーで山口県サッカ

ー協会はもちろんのこと、中国、四国、九州地区の

各サッカー協会を訪れ参加協力のお願いに回つてい

る。特に山口県サッカー協会からは全面的な協力を

取 り付けることができた。

その結果、12月 の締め切 り時点では当初の予想に

反し、48チームの募集に対して 99チームの申し込

みがあつた。山口県内では 46チーム、県外では 53

チームもの応募があった。表 4.には第 5回大会ま

での参加申込チーム数を示している。

4。 大会の現状

10年続いたスポーツィベントを成功とするなら、

15回を数える清水カップはまさにスポーツイベン

トの成功例である。その清水カップを手本に開催さ

れたサザン・セ ト大会も第 5回大会を終え、成功への

折 り返し地点にあると言えよう。表 5.は清水カッ

プとサザン・セ ト大会の比較を示したものである。

表4 参加48チームに対する県内外の申込数

県 内
県外

計
中国 四国 九州 他

第 1回

第 2回

第 3回

第 4回

第 5回

46

36

35

28

31

20     17      8      8

12854

14     7      3      4

11       6       1       4

14       5       1        3
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表5 大会規模の比較

(幸 田・菱山・藤岩 。折本 。平松・平畑 )

折本ら0は、第 3回大会 (1999)を 終えたサザン・

セ ト大会参加チームの指導者への調査から、大会に

対する参加者の満足度が高いことで、行政主導でス

ター トしたこのスポーツイベントを一応の成功と捉

えた。また今後は地域が中心となって企画・運営し、

それを行政がバックアップするといつた地域主導型

の大会にしていくことが望ましいと提言している。

しかしながら、第 5回大会を終えた現在も行政主

導での大会運営に変わりはない。

折本らうのアンケー トによると、指導者は大会全

体としては満足をしているものの、「開催時期」、「監

督者交流会」、「選手交流会」、「審判」に不満の割合

が高い。

不満の理由を考えてみると、「開催時期」では意図

的に 3月 28・ 29・ 30日 で固定されていたために第

4回大会ではすべて平日の開催となつてしまつた。

主催者側では春休み中で選手にはさほど影響はない

と見ていたが、チーム指導者や保護者からすれば年

度末の平日に3日 間も仕事を休むことは非常に困難

な状態であつた。これが大きな要因となり第 4回大

会の参加申し込み数が激減した。これは参加者の大

会開催 日に対する不満の表れであり、こうした経験

から第 5回大会では曜 日を優先し、週末を含めた開

催 日に変更し対応を図つた。「監督者交流会」は大会

前夜に行われるため、前泊するチームでなければ参

加は難 しい。また、大会 2日 目に各町ごとに催され

る「選手交流会」では 4町それぞれに趣向を凝らし

ているが、内容のマンネ リ化が危惧される。そして

「審判」に対する不満としては、第 2回大会より実

施 している相互審判制 (主審のみ)に対するものが

大きいようである。第 1回大会では、主催者側です
べての審判員を準備 したが、スタッフ不足と大会経

費の削減により第 2回大会よリチームに主審の帯同

を義務付けるようになつた。これは引率指導者の負

担を増加させてしまう結果となり、参加者へのサー

ビスと参加意欲の低下を引き起こしていると考えら

れ、何らかの改善策が必要であろう。
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サザン・セ ト大会 清水カップ

開催地

大会回数 (2∞ 1現 )

開催時期

開催日数

参加チーム数

参加者数

登録人数

会場数

コー ト数

1チームの試合数

全試合数

ボランティア人数

大会参加費用

1日 の滞在費

(1泊 3食 )

大会関係予算

(選手滞在費含む)

大島町、久賀町、

橘町、東和町

第 5回

3月 末春休み

3日 間

48チーム

約 1,000人

選手 18、 監督者 3

8会場

12コ ー ト

7試合

168試合

のべ約 200人

1チーム 6,000円

6,000円

2,500万 円

清水市

第 15回

8月 末夏休み

5日 間

280,F――A

約 5,000人

選手 18、 監督者 3

17会場

34コ ー ト

5～ 9試合

1,100試 合

のべ約 1万人

1人 700円

7,300円

1億 6.000万 円

サザン・セ ト大会の良い面での主な特徴は、①瀬戸

内海を中心とした全国からチームが参加すること。

②全国 トップレベルのチームが参加 していること。

③第 4回大会では中国の上海からチームを招待 し国

境を越えた交流ができたこと。④山口県東部地域で

はこういった大会がないこと。⑤年度末での開催の

ため 6年生最後のお別れ大会になること。⑥大島郡

の豊かな自然のなかで試合ができること。⑦宿泊施

設の親切な対応や宿から会場までの送迎バスなどの

サービスが行き届いていること。等が挙げられる。

中でもサザン・セ ト大会の最大の目玉とも言える

のは、“清水フットボールクラブ (以下清水FC)"
が大会に参加することであろう。清水FCと いえば、

全国大会で数々の優勝経験を持つ日本で最も有名な

サッカークラブであり、 Jリ ーグ清水エスパルスの

母体となったクラブでもある。参加チームの多くは

そんな全国 トップクラスのチーム “清水FC"と の

対戦に胸膨らませている。

そんな清水 FCをかつて監督として率い、清水エ

スパルスで活躍 した長谷川・堀池 。大榎をはじめ多

くの」リーガーを教え子に持つのが前述した清水市

の綾部美知枝氏であつた。綾部氏は、サザン・セ ト大

会を企画した当初に幾度となく大島を訪れ、大会運

営に関する行政へのア ドバイスや地域住民への講演

会を行い、サッカーを通した町づくりを提案 してい

る。そして大会に特徴をもたせるため、綾部氏の推

薦で清水FCの参加が実現したのである。

写真2 清水 FC
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5.ま とめ

サッカーブームの中で始まつたサザン・セ ト大会

は、全国でも珍しい 4つの町が一体となつて開催す

るスポーツイベン トである。インターハイの複数県

開催や 2002年サッカーワール ドカップの日韓共催

にも見られるように、近年、国や自治体を越えた協

力関係の動きが見られる。10年先行く清水カップを

手本にようやく第 5回大会を終えたサザン・セ ト大

会は、全国最大規模の清水カップとは規模こそ違 う

が、大会開催の経緯から見ても兄弟のような大会で

ある。また、清水 FCの参加を目玉とした大会の様々

な要素が特徴となり、参加者の満足を得る結果につ

ながっている。

これらのことからサザン・セ ト大会は、スポーツイ

ベン トとしての成功へと向かつているようである。

しかし本来、島の活性化を目指したその効果につい

ては現在のところ明らかではない。

ただ日に見える効果として、社会人サッカークラ

ブの結成、大島郡サッカー協会の設立、大島郡フッ

トサル大会の開催、審判員の育成などの動きが見ら

れる。

これらの点については、事例研究 (2)で検討する。

本研 究 の一部 は 日本体育学会第 52回 大会

(2001.9)に おいて発表した。

文献

[1]山 口泰雄 :地域社会の活性化とスポーツクラブ、

スポーツと健康 30(12)、 1998.

[2]山 口泰雄 :ス ポーツイベン トの現状と参加者の

視点、みんなのスポーツ 153、 1992.

[3]北村、川西ら :生涯スポーツイベント参加者の

大会満足度―菜の花マラソン参加者のスポーツ

ライフスタイルによる比較一、鹿屋体育大学研

究紀要、第 22号、2000.

[4]折本、幸田、谷岡、田口、冨永 :生涯スポーツ

時代におけるスポーツ指導者の意識―少年サッ

カー大会のあり方を中心に一、広島体育学研究、

第 26巻、2000.

[5]野り||、 菊池、山口、長ヶ原 :ス ポーツイベント

のマネジメン トに関する研究 (1)一イベント参

加者の視点から一、鹿屋体育大学研究紀要、第

6号、1991.

[6]菊池、野川、山口、長ヶ原 :ス ポーツイベン ト

のマネジメン トに関する研究 (3)一地域活性化

の視点から一、鹿屋体育大学研究紀要、第 6号、

1991.

[7]萩 、野川、柳、國本 :生涯スポーツイベン トの

マネジメントに関する研究 (1)一県レベルイベ

ン トの運営評価―、鹿屋体育大学研究紀要、第

10号、1993.

[8]野川、萩、國本、松本 :生涯スポーツイベント

のマネジメントに関する研究 (2)―イベントの

運営評価と継続意欲の関連について一、鹿屋体

育大学研究紀要、第 10号、1993.

[9]サザン・セ ト大島少年サッカー大会事務局 :サザ

ン・セ ト大島少年サッカー大会準備委員会議事

録及び会議資料、1997.

[10]周 防大島高齢者モデル居住圏構想推進協議会事

務局編 :周防大島ガイ ドブック、2000.

[11]佐野員一 :大往生の島、文藝春秋、1997.

[12]清水カップ全国少年草サッカー大会 10周年記

念誌編集委員会編 :清水カップ全国少年草サッ

カー大会 10周年記念誌、1997.

[13]保健体育審議会 (答申):生涯にわたる心身の健

康の保持増進のための今後の健康に関する教育

及びスポーツの振興の在 り方について、1997.

90


